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0．はじめに

　中国語の文成分で，主語，述語，目的語は学習者に

とって，比較的理解しやすい。次に理解しやすいものと

して，動詞や形容詞を修飾する連用修飾語と，名詞を修

飾する連体修飾語が挙げられる。また，学習者にとって

理解しにくいものとして，補語が挙げられる。

　中国語の補語には，様態補語，程度補語，結果補語，

方向補語，可能補語，動量補語，時量補語．数量補語な

どが挙げられる。ここでは，入門を終えた初級中級段

階の学生が様態補語を学ぶ際の問題点，留意点について

考察してみたい。

　様態補語とは，動作主の行う動作に対して，その状態

がどうであったかについて評価を行う表現形式である。

主に「動詞＋“得”＋形容詞など」で構成される。形容詞

の部分はフレーズになっていることもある。日本語では

一般に「～するのが…だ」，「～する仕方が…だ」など

と訳される。

（1）他来得彼早。（彼は来るのがとても早い。）のような

　例が挙げられる。

　　教科書によっては，「形容詞＋“得”＋程度表現」で

　構成されるもの．

（2）我高X得不得了。（私はうれしくてたまらない。）な

　どもt様態補語に入れている場合があるが，今回は前

　者のみ，そして，補語の部分が形容詞であるケースに

　ついて考察を行う。

　入門の段階では，①程度副詞“根”（とても）や否定

の副詞“不”（～ない）などは形容詞の前に置く。②目

的語を伴う場合は，動詞を繰り返す。つまり，「主語＋

述語動詞＋目的語＋（同じ）述語動詞＋“得”＋形容詞」

となるとのみ述べている教科書が多い。

1．実際の言語運用と教学との隔たり

　実際の言語運用において，様態補語を伴う文には．

“彼”や“不”以外にも，様々な連用修飾語が用いられ

ている。

　中国語において，連用修飾語になり得る主なものとし

て，時間詞，副詞，助動詞，前置詞句などが挙げられる。

また，連用修飾語は動詞，形容詞の両方を修飾すること

ができる。

　ここで，問題になるのは，様態補語を伴う文には，述

語である動詞と補語を担う形容詞の両方が用いられてお

り，しかも両者の結びつきが弱いということである。

　両者の結びつきが強ければ，述語である動詞と補語で

ある形容詞との間にその他の成文，例えば連用修飾語

などは入り込みにくい。そのため，単純に述語動詞の前

に連用修飾語を置けば良い。

　しかし，両者の結びつきが弱ければ．述語である動詞

と補語である形容詞の間にも連用修飾語を置くことがで

きるということになる。“根”や“不”などが形容詞の

前に置かれるのは，まさにそのためである。

　実際において，様態補語を伴う文には，補語である形

容詞の前にだけでなく，述語である動詞の前にも連用修

飾語が使われている。
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　入門段階において，「“そ艮”や“不”などの副詞は形容

詞の前に置く。」とのみ学習している学生にとって，そ

の他の連用修飾語が現れた場合，それらをどこに置くべ

きが，迷うことになる。

2．様態補語と連用修飾語の共起の状況について

　実際に様態補語を伴う文に，連用修飾語が用いられる

パターンは3通りある。一つは，述語である動詞の前に

用いられているパターン。もう一つは．補語である形容

詞の前に用いられているパターン。そしてもう一つは，

述語である動詞と，補語である形容詞の両方の前に用い

られているパターンである。

　ここでは，辞書に見られる用例を元に，実際の使用状

況について．パターン別に考察してみたい。

2．1．連用修飾語が述語である動詞の前に用いられる例

（3）全天色捕得多。（今日は大漁だった。）

（4）他墓是悦得漂亮，但悦的与倣的毫不相美。（あの人

　はいつも言うことは立派だが，言うこととすることが

　結びつかない。）

（5）那介食心不足的人＝正壬変得大方起来，好像換了介

　人似的。（あの欲深い人は急に気前が良くなって，ま

　るで人が変わったようだ）

（6）他塞然変得衰弱了。（あの人はがたっと衰えた。）

（7）地鋒堂穿得整整芥芥的。（彼女はいつもきちんとし

　た服装をしている。）

（8）如果能亦得順利就好了。（うまくいくといいが。）

（9）那該子1；ti｝Eilgil　　　画家画得好多了。（その子は

　なまじのプロよりもずっと絵がうまい。）

⑩把坂煮得硬点。（ご飯を硬めに炊く。）

（ID被捧得牛『起来。（ちやほやされて天狗になる。）

⑫　那介演員在麹丘上比皇影里表演得好。（あの役者は

　映画よりも舞台の方がよい。）

a3）越零反越抗得房害。（叱れば叱るほどかえって反抗

　する。）

（10在注二点上休悦得対。（この点においてきみの言い

　分は正しい。）

　（3）から（7）は，時間詞，時間副詞．頻度副詞が連用修飾

語として，動詞の前に用いられている例である。（8）は助

動詞が連用修飾語として，動詞の前に用いられている例

である。（9）から（IDは前置詞が連用修飾語として，動詞の

前に用いられている例である。これらは，一般に動詞と

ともによく用いられるものである。

　また⑫から（14は，補語である形容詞が単独で用いられ

る例である。このように形容詞が単独で用いられる例は

少ない。これは，形容詞が単独で用いられる場合．比

較・対比のニュアンスが出やすい。また，文終止できな

いことが多いことに起因していると思われる。

　つまり，補語である形容詞は，連用修飾語を伴わない

ものの．重ね型で用いられるか，あるいはその他の補語

などを伴うことが多い。

　a2）は前置詞句“比屯影里”を補語である形容詞の前に

置いても文は成立できる。

as）那介演員在舞台上表演得比屯影里好。（頼による作

　例）

しかし．⑫の方が比べている対照を隣り合わせにするこ

とで，比較の対照がより明確であると言える。

　また，a3）は二番目の程度副詞“越”を．補語である形

容詞の前に置いても文は成立できる。

㈹　越茸反抗得越房害。（頼による作例）

　03）では“越”が述語である動詞“抗”と補語である形

容詞“尻害”の両方にかかっている。⑮では“越”が補

語である形容詞“尻害”のみにかかっている。

　中国語では，一般に補語は新情報であり，表現の中心

である。そのため，（15）の方がより焦点が明確になってい

ると言うことができる。

　一方で．「副詞“反”＋動詞“抗”＋“得尻害怜」なのか

「動詞“反抗”＋“得尻害”」なのかが不意明確になり．a3）

がより妥当性がある。

2．2．連用修飾語が補語である形容詞の前に用いられる例

⑰　打扮得葺年軽，也掩怖不了。（どんなに若作りをし

　ても年はごまかせない。）

as）弥打扮得亘真移漂亮的啄！（ずいぶんお化粧してる

　じゃないか。）

⑲　那悦得有点几辻分。（それは少し言い過ぎだ。）

⑳　即使如此，来得也太晩了。（それにしても来るのが

　遅い。）

倒　砲得比子弾快，能跳辻高楼大慶，那是超人。（弾よ

　りも速く．高いビルもひとっ飛び，それはスーパーマ

　ンだ。

　補語である形容の前にのみ連用修飾語を用いている例

は少ない。連用修飾語は程度副詞であることが多い。ま

た，⑳では，（頻度副詞“也’を述語である動詞の前に

置いても，文は成立できる。

㈱　即使如此，也来得太晩了。（頼による作例）

　⑳の方は頻度副詞“也”が補語である形容詞“晩”に

のみかかっており，より焦点が明確であるということが
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できる。

　そして，⑬では比較の対照を明確にするため，前置詞

句“比屯影里”を述語である動詞の前に置いていたが，

勧のように，前置詞句“比子弾”を述語である動詞の後

ろ．補語である形容詞の前に置くことで，動作に対する

評価がより明確になる。

2．3．連用修飾語が述語である動詞と補語である形容詞

　　　との両方の前に用いられる例

匂魎下得真多研。（このごろ本当に雨勝ちだ
　ね。）

㈱　正因方有悠，那項工作2ヒ遊行得互副1匝利。（あなたが

　いたからこそ，その仕事もうまくいった。）

⑳　辻幅画和那幅画　要禽得太近。（この絵とあの絵は

　そんなに離してはいけない。）

田　唆呪！危ム贈得1区ム尻害冴！（あらまあ，ひどくす

　りむいたね。）

㈲原以力会遊行得1艮順利，可是失敗了。（うまくいく

　だろうと思っていた．しかし失敗してしまった。）

勧　那位坪稔家遊世道分析得恨精辟。（その評論家は世

　相を一刀両断する。）

⑳　遠条鉄路一！・Yll　　・　伝達接得　好。（この鉄道

　はバスとの連絡が悪い。）

⑳　　能異得那ム便宜。（そんな安値では売れない。）

　このタイプは述語である動詞の前には連用修飾語とし

て，時間詞，時間副詞，頻度副詞，禁止を示す副詞，助

動詞，前置詞などが使われ，補語である形容詞の前には

程度副詞が用いられることが多い。

　また．否定型については，倒のように，一般に補語で

ある形容詞の前に否定の副詞“不”が置かれる。しかし，

⑳のように助動詞が用いられている場合，否定の副詞

“不”は助動詞の前に置かれる。

　㈱では，疑問詞“急ゑ”は文全体にかかっており，補

語である形容詞“尻害”の前に置けば，動作の結果によ

り焦点を当てた質問になる。

国語全般に対する理解を深めることにつながるというこ

とができる。
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3．おわりに

　様態補語と連用修飾語の共起に見られる三つのパター

ンについて分析してきが，程度副詞は補語である形容詞

の前により多く用いられ，その他の副詞や助動詞，前置

詞句は述語である動詞の前により多く用いられている。

　学習者に対し，文成分の理解を徹底させ，そして品詞

と文成分の相関関係に対する理解を深めることが，様態

補語に対する理解を深めるのに有益であり，さらには中
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